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ら2番目）、矢野義彦助教授／TDK 株式会社 デバイス開発センター 主任研究員：遷移金
属化合物薄膜素子（3列目右）





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(Alexander von Humboldt Foundation)
『 Systematic Studies on Homo- and
Heteronuclear Doubly Bonded Compounds






































































































































































































































































（独）水産総合研究センター 教授 宗林 由樹
植物香気前駆体を中心とした配糖体及び
誘導体の効率的酵素合成技術の開発
天野エンザイム（株） 教授 坂田 完三
強相関電子系ペロブスカイト遷移金属酸化物における
光エレクトロニクス
（独）科学技術振興機構 教授 野 幹夫
有機・無機ハイブリッド低融点ガラスを用いた
フォトニクス材料の創製
（独）科学技術振興機構 助教授 橋 雅英
高分子発光材料の高次構造と光特性





（独）科学技術振興機構 助教授 二木 史朗
強相関遷移金属酸化物における光機能の探索





日本電子（株） 教授 中原　 勝
元素科学的アプローチによる新規シグマ
およびパイ共役分子ワイヤーの創製
日本電信電話（株）他4社 教授 玉尾 皓平
環境のクリーン化に寄与する
新規酸化物機能性材料の物性追求





［助　手］●藤田　全基 無機素材化学研究部門Ⅰ 転　 出
（東北大学金属材料研究所へ）
平成15年7月1日
［助　手］●今西　未来 生体反応設計研究部門Ⅱ 採　 用
平成15年8月1日
［助教授］●井上　正志 材料物性基礎研究部門Ⅰ 昇　 任
（材料物性基礎研究部門Ⅰ助手から）
●吉村　　徹 生体分子機能研究部門Ⅱ 転　 出
（名古屋大学大学院生命農学研究科 教授へ）
平成15年9月1日
［教　授］●小澤　文幸 附属元素科学国際研究センタ （ー遷移金属錯体化学領域） 採　 用
（大阪市立大学大学院工学研究科教授から）
［助　手］●片山　博之 附属元素科学国際研究センタ （ー遷移金属錯体化学領域） 採　 用
（大阪市立大学大学院工学研究科助手から）
平成15年9月30日
［助　手］●島田　良子 無機素材化学研究部門Ⅳ 辞　 職
平成15年10月1日
［教　授］●島川　祐一 無機素材化学研究部門Ⅱ 採　 用
（NEC基礎研究所から）
［助教授］●松林　伸幸 界面物性研究部門Ⅰ 昇　 任
（界面物性研究部門Ⅰ助手から）
● 橋　雅英 無機素材化学研究部門Ⅳ 昇　 任
（無機素材化学研究部門Ⅳ助手から）
●梶　　弘典 材料物性基礎研究部門Ⅲ 昇　 任
（材料物性基礎研究部門Ⅲ助手から）
●栗原　達夫 生体分子機能研究部門Ⅱ 昇　 任
（生体分子機能研究部門Ⅱ助手から）
平成15年10月16日
［助　手］●徳田　陽明 無機素材化学研究部門Ⅳ 採　 用
平成15年12月1日
［助　手］●松宮　由実 材料物性基礎研究部門Ⅰ 採　 用
平成16年1月1日
［教　授］●金光　義彦 附属元素科学国際研究センタ （ー光ナノ量子元素化学領域） 転　 入
（奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学研究科教授から）
18【OBAKU】


































































































いることが示された。詳細は13ページ参照。（K. Matsukado et al., Phys. Rev.




















Prof. Dr. Friedrich Wilhelm Ostwald（1853 -1932）。Arrheniusや
van't Hoffとともに物理化学を創設し、1909年ノーベル化学賞受
賞、と理化学辞典にある。Ostwaldがライプツィヒ大学を退職後
に隠棲した山荘「ハウスエネルギー」は現在記念館となってお
り、ここに約一世紀を経た今でも、近重先生作の漢詩とそのド
イツ語訳が掲げられていると原田先生からうかがった。当時の日
本とドイツの研究者同士の深い交流を感じさせる話である。
絵の中には、寄せ来る波と激しくぶつかり合う岩が力強い筆
致で描かれている。その絵に対峙する私は思わずその岩に感情移
入していた。化学者Ostwaldはこの岩に自分自身を重ね合わせ
ていたのではないだろうか。己のアイデンティティーを求めつ
つ、迫りくるものと戦い続ける冷静さと強い意志を感じさせる迫
力がそこにはある。Ostwaldの成長・活躍した時代、生国リトア
ニアは大国ロシアの脅威にさらされ、そし
て神聖ローマ帝国崩壊後のドイツは混乱期
であった。そのような混沌に身を置くもの
にとって、常に自らの信念に向かって進む
ことの大切さを、この物理化学の巨人は直
向きに描こうとしたかのようである。
この絵はこれから変化の時代を生きる
我 に々送られたメッセージに思えてならない。
（広報委員：清水 文一）
名画逍遥
化研点描
